
経済学教育における情報教育のガイドライン

【到達目標】

経済事象及び経済学の理論、歴史、政策の理解を深めるために、経済データの収集・整理と情報処

理・分析を行い、情報倫理の重要性を理解し、自分の意見を発表できる。

【到達度】

①　情報検索ツールを用いて文献やデータ・資料などを検索し、情報の信頼性を識別し、必要な情
報を収集できる。
②　取得した一次情報を用いて、学修目的に沿って情報を整理・加工処理できる。
③　加工した情報を、表計算、統計ソフト、プレゼンテーションツールなどのアプリケーションソ
フトを用いて、簡単な統計的な分析と情報倫理に配慮した発表ができる。

【教育内容・教育方法】

①は、実習・講義・演習の授業で、Ｗｅｂ検索エンジンなど情報検索ツールの使い方や、出所が明
記されている適切なデータベースなど情報やデータの所在を探索させ、具体的に情報機器を用
いて情報検索・収集をさせる。

②は、実習・講義・演習の授業で、収集した一次情報の意味を理解し、分析に必要な資料やデータ
の形にするために、情報の整理や加工の仕方、グラフや表の作成などを指導する。

③は、実習・講義・演習の授業で、表計算や統計分析のソフト、プレゼンテーションツールなどの
技法と表現を教える。経済的な事例を使って学生に経済学及び経済に対する興味を持たせる教
育を行う。また、剽窃や著作権、個人情報に関する情報倫理の適切な指導を行う。

【到達度確認の測定手段】

①～③は、レポート課題の提出、クイズ、試験、プレゼンテーション、論文などにより確認する。
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